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 本論文の 7章以外は、学術出版物（Springer刊）の 1章、査読制学術雑誌に 4編（国際
3、国内 1）、国際会議記録 1 編、合計 6 編として公表されている。もともと量的に貧弱だ
った湿潤熱帯の流域景観生態学的研究をおこなったこと。中でも事例の少なかったインド
ネシアからの情報提供であり、しかも初めて国際比較ができる研究成果を上げたことは高
く評価できる。なお、総合考察の中で、インドネシアで持続可能な流域管理にもっとも必
要なことは、環境政策と計画的土地利用指導であると指摘している。以上、審査の結果、
本論文の著者は博士（学術）の学位を授与される十分な資格があるものと、審査委員全員
で認めた。 
 
